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「が」で始まる語彙辞典 

 

小説・ラノベの文章表現を 

豊かにしよう 
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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「が」で始まる語彙辞典 

 

が‐い【画意】 

絵画に示された意味。絵の趣。 

 

 

がい‐がい【皚皚】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

雪や霜で辺り一面が真っ白く見えるさま。 

 

 

がい‐かん【外間】 

当事者以外の人々の間。その事に関係のない人々。 

 

 

がい‐かん【概観】 

［名］(スル) 

物事のあらましを見渡すこと。また、大体のありさま。「世界の情勢を―する」 

 

 

がいき‐よく【外気浴】 

［名］(スル) 

健康のため、戸外の空気に触れること。 

 

 

がい‐けん【概見】 

［名］(スル) 

ざっと見ること。大体のようすを知ること。おおよその観察。  
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がい‐げん【概言】 

［名］(スル) 

大体の要旨を言うこと。また、その言葉。「文章全体を―する」 

 

 

がい‐せい【慨世】 

世の中のありさまについて不満をもち、憤慨すること。「―の士」 

 

 

がい‐ぜん【蓋然】 

たぶんそうであろうと考えられること。ある程度確実であること。⇔必然。 

 

 

がい‐ぜん【慨然】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

① 憤り嘆くさま。嘆き憂えるさま。「―として嘆息する」 

② 心を奮い起こすさま。「―として敵に向かう」 

 

 

がいぜん‐せい【蓋然性】 

ある事柄が起こる確実性や、ある事柄が真実として認められる確実性の度合い。確

からしさ。これを数量化したものが確率。「―の乏しい推測」 

 

 

がいぜん‐てき【蓋然的】 

［形動］ 

ある事柄が起こりうると考えられるさま。ある程度確かであるさま。「―な結末」 

 

 

がい‐たん【慨嘆】 

［名］(スル) 

うれいなげくこと。憤りなげくこと。「現代の世相を―する」  
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がい‐ちゅう【外注】 

［名］(スル) 

会社などで、仕事の一部を、外部に注文してさせること。「一部の部品の製造を―す

る」 

 

 

がい‐はく【外泊】 

［名］(スル) 

平常寝泊まりしている所以外に泊まること。「医者の許可を得て―する」 

 

 

がい‐はく【該博】 

［名・形動］ 

物事に広く通じていること。学識の広いこと。また、そのさま。「―な知識」 

 

 

がい‐ぶん【外聞】 

① 内部の事が他人に知られること。また、知られたときの世間での評判。「―をは

ばかる」 

② 世間に対する体裁。世間体。「―が悪い」 

 

 

がい‐らん【概覧】 

［名］(スル) 

全体をざっと見ること。「税制に関する要点だけ―する」 

 

 

が‐が【峨峨】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

山や岩石などが険しくそびえ立っているさま。「―たる稜線」  
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が‐かい【瓦解】 

［名］(スル) 

一部の瓦(かわら)のくずれ落ちることが屋根全体に及ぶように、ある一部の乱れ・

破れ目が広がって組織全体がこわれること。「汚職から政権が―する」 

 

 

が‐ぎょう【画業】 

① 絵をかく仕事。「―に精進する」 

② 画家としての業績。「―を残す」 

 

 

がく‐しょく【学殖】 

学問によって身につけた知識。深い学識。「―豊かな人」 

 

 

が‐しゅ【雅趣】 

風雅なおもむき。風流な味わい。雅致。「―に富む作品」 

 

 

が‐しゅう【我執】 

自分中心の考えにとらわれて、それから離れられないこと。我を通すこと。また、

その気持ち。「―にとらわれる」 

 

 

がた‐べり【がた減り】 

［名］(スル) 

目立って急激に減少すること。「入場者が―する」  
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がちゃ‐つ・く 

［動カ五（四）］ 

① がちゃがちゃと音を立てる。「サーベルを―・かせる」 

② もめごとが起こる。「教室が―・いている」 

 

 

がっ‐ぴょう【合評】 

［名］(スル) 

何人かの人が集まって、ある作品・問題などについて批評し合うこと。また、その

批評。「新作を―する」「―会」 

 

 

がば‐がば 

［副］(スル) 

① 液体が容器などの中で揺れ動く音を表す語。また、液体が小さな口からあふれる

ように流れ出るさま。がぼがぼ。「容器の水が―と音を立てた」 

② 金がどんどん手に入るさま。「金が―（と）入ってくる」 

 

 

画餅(がべい)に帰(き)・す 

考えたり計画したりしたことが、実際の役に立たず無駄になる。「―・したプラン」 

 

 

が‐よく【我欲】 

自分一人の利益・満足だけを求める気持ち。「―が強い」「―を捨てる」 

 

 

我(が)を折・る 

自分の考えを押し通すことをやめて、他人の意見に従う。譲歩する。  
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がん‐い【含意】 

［名］(スル) 

表面に現れない意味を含みもつこと。また、その意味。「―を読みとる」 

 

 

がん‐かい【眼界】 

① 目に見える範囲。視界。「―が開ける」 

② 考えの及ぶ範囲。「彼は―が狭い」 

 

 

眼下(がんか)に・見る 

① 高い所から見下ろす。「町並みを―・見る」 

② 自分より劣ったものとして見る。「慢心から人を―・見る」 

 

 

がん‐きょう【頑強】 

［形動］［文］［ナリ］ 

自分の態度や考えをかたくなに守って、外からの力に容易に屈しないさま。「―に自

説を曲げない」 

 

 

がん‐けん【頑健】 

［名・形動］ 

からだが丈夫で、非常に健康なこと。また、そのさま。「よく鍛えた―なからだ」 

 

 

がん‐さく【贋作】 

［名］(スル) 

にせものを作ること。また、その作品。「有名画家の作品を贋作する」  
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がん‐しき【眼識】 

物事のよしあしや真偽などを見分ける能力。識見。「―のある人」 

 

 

がんぜ‐な・い【頑是無い】 

［形］［文］ぐゎんぜな・し［ク］ 

① まだ幼くて物の道理がよくわからないさま。「―・い子供でもこのくらいのこと

はわかる」 

② あどけないさま。無邪気だ。「まだ―・い顔をしている」 

 

 

がん‐み【含味】 

［名］(スル) 

食物を口の中に含んで味わうこと。「名酒を―する」 

 

 

がん‐めい【頑迷】 

［名・形動］ 

かたくなでものの道理がわからないこと。考え方に柔軟性がないこと。また、その

さま。「―な老人」「―固陋(ころう)」 

 

 

がん‐ろう【玩弄】 

［名］(スル) 

① 遊び道具としてもてあそぶこと。 

② 見下してなぶりものにすること。愚弄。「人を―するにもほどがある」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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